
- 1 -

守る会ホームページ！！ http://shirakawa-go.com/˜ogimachi

白川郷荻町集落の自然環境を守る会 発行 令和３年 １１月号

村の茅で楽しくつくろう！つながろう！ １１月２６日(金）１９：００～
職人さんと『かやほうき』をつくる会開催！
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２年ぶりの『集落視察』、たくさんの意見をいただきました！！
10月8日定例会前に、集落視察を実施。見るポイントを絞ることで、昨今の地域が抱える課題を

共通認識として捉え、委員さんからも多くのご意見をいただくことができました（下記一部抜粋）。

ポイント１：舗装について
・色と材質が､風景にマッチすることが望ましい。

・舗装して間もなくは、白色が目立ち不自然である。
・現状変更申請は何でも許可するわけにはいかないが、申請者とよく協議をして、お互いがどれ

だけ歩み寄った結果が出せるか、様々な方法や技術を検討し考えてほしい。また、そうした議

論の過程を地域の方に理解していただくことも必要だと思う。
・ルールをしっかり住民に理解していただけるよう、伝える方法を工夫した方がいい。

ポイント２：店舗の掲示について
・ガチャガチャが目立っている。ガチャガチャは店舗の中に置くことが良い。

・店舗外壁に、たくさんのポップや値札を掲示することは良くない。

・外壁に掲示するポップ等は控えることなど、ルールの明文化をしてほしい。
・店舗の閉店後も、外壁等に掲示物が多いことが気になる。

・店舗を営業している時と、閉めている時の景観をどう考えるべきか。

・のぼりやガチャガチャが設置されていることは、景観保存基準が浸透されていないこととして
再周知や啓発の工夫が必要である。

ポイント３：休耕田を活用した茅場造成について
・継続していくことが大切。ぜひ拡大、継続してほしい。
・活動が広がれば、展望台からの景観も良くなると思う。

・良い活動だと思う。今後は手入れや活動方法も検討し
てほしい。

・傾斜でない平らな茅場は、茅刈りも楽になる。

・機械の入る茅場が増えるとありがたい。

つくったルールを周知徹底させることの大切さと難しさ

も感じましたが、「発言しやすい雰囲気づくりも大切」「現
状変更申請の折、必要に応じて景観保存基準を渡すといい」

等の意見も出ていて、建設的な議論を継続していくことが大切であると感じました。時代に合った景

観保全を、守る会の委員さんが中心となり、住民皆で考えていけたらと思います。 ［文責：尾崎］

守る会活動スローガン ～ 守 る・くらす・つなぐ ～
①守 る：住民憲章を基盤とした、世界遺産である合掌家屋と農山村の景観保全
②くらす：結の精神が根ざした共同体と、景観に調和した豊かな住民生活の向上
③つなぐ：故郷から学び、国内外の交流から学び、未来への継承者を育成

＝10月の活動報告 ＝
10月 1・3日 『かややね会議』打合せ@zoom 10月 17日 現地調査（三役・教育委員会）

10月 4日 白川郷学園４年生村民学（会長） 10月 25日 『かややね会議』合同打合せ@zoom
10月 7日 役員会@zoom 10月 26日 役員会（三役）・学園茅刈り１１月１日に延期

10月 8日 荻町集落内視察・10 月定例会 10月 28日 荻町未来会議にむけて打合せ会@zoom
10月 9日 荻町未来会議にむけて打合せ会@zoom 10月 30日 茅ほうきつくり練習会・打合せ@zoom（茅職人他）
10月 10日 ねそ 10 月号配付 ※１2月の定例会は9日(木)を予定しています。

☆1１月の協議事項（現状変更申請に関わって）☆
＊＊＊＊・・・・新築家前のコンクリート舗装 ＊＊＊＊・・・・土路面の整地 ＊＊＊＊・・・・倉庫前入口土間コン打ち

白 川 村・・・・文化財案内看板の設置と張替 ＊＊＊＊・・・・建具取替 白川八幡神社・・・・境内志納所屋根・壁工事

※ １１月２０日（土）午前８時～９時、センガ岩倉庫冬期使用入替作業を予定してます。


